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航 空 局 安 全 企 画 課 

空港の保安検査の高度化等に係る対策をとりまとめました 

～保安検査員の人材確保・育成を図るための今後の対策取組とりまとめ～ 

 

 

 

 

 

○ 保安検査は、航空機の乗客乗員の安全を確保する上で不可欠ですが、今後、保安検

査の増加が見込まれる中で、的確に実施するためには、先進機器導入や検査手法の高

度化に加えて、保安検査に携わる検査員の人材確保・技能向上等を図り、検査品質を

確保していく必要があります。 

 

○ 一方、保安検査の現場では、 

 ・拘束時間の長さやクレーム対応によるストレスなどの労働環境面、 

 ・時間単価は低くなる面があることや離職率の高さを背景とした深刻な人手不足、 

 ・契約事務の複雑さや教育面での課題、 

 といった点での課題があるところです。 

 

○ こうした現状を踏まえ、今後、関係者間で速やかに取組むことが必要なものとして、

以下の４つを柱とする「今後の対策取組」をとりまとめました。 

【別紙「保安検査員の人材確保・育成を図るための今後の対策取組」参照】 

 

  ＜４つの柱＞ 

    (1) 労働環境改善（例：拘束時間短縮、クレーム対応改善、現場の声の吸い上げ） 

    (2) 待遇改善・人材確保（例：検査委託元と検査会社との契約手続の簡素化） 

    (3) 検査能力・効率性の向上（例：教育の見直し、先進機器の導入） 

    (4) 旅客への働き掛け（例：旅客への機内持込制限品の周知） 

 

○ この「今後の対策取組」について、検査会社、空港会社・空港ビル、航空会社、航

空局等の関係者が問題意識を共有し、相互の理解と協働により一丸となって推進する

ことにより、航空保安対策に万全を期して参ります。 

 

○ なお、今後も、更なる労働環境の改善等、必要な取組みについて検討を継続してい

くこととしております。 

 

 

 【問い合わせ先】国土交通省 航空局 安全部 安全企画課 航空保安対策室  

菅（ｶﾝ）、金丸(ｶﾈﾏﾙ)、（内線 48172、48141） 

        代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8727  FAX 03-3580-5233 

将来的な航空旅客の大幅な増加の中でも乗客の利便性と保安検査の確実性とを両立

させるため、空港における保安検査員について、①労働環境改善、②待遇改善・人材

確保、③検査能力・効率性の向上、④旅客への働き掛けを柱とする今後の対策取組を

とりまとめました。 



保安検査員の人材確保・育成のための今後の対策取組

・低賃金

・高い離職率

・困難な人材確保

・長時間拘束

・現場の声伝わらない

・モチベーション低下

・ 検査委託元と検査会社との契約手続の簡素化

・ 検査会社との契約の仕様書等の見直し

・ 拘束時間短縮

・ クレーム対応改善

・ 検査員のモチベーション向上

・ 教育の見直し

・ 先進機器の導入

現状 今後の対策取組

・ 新卒以外の人材の開拓等

・ 現場の声の吸い上げ

・ その他検査員の負担軽減

・クレーム対応

・複数の保安責任主体

・基準と実態の乖離

業界構造・制度等

・契約事務手続の複雑さ

・職場環境

・教育面の課題 等

(4) 旅客への働き掛け
・ 旅客への機内持込制限品の周知

・ 機内持込手荷物等に関する対応

(3) 検査能力・効率性の向上

(1) 労働環境改善

(2) 待遇改善・人材確保

中長期的対策

短期的対策

引き続き検討を
進める

保安検査員の
人材確保・育成
のために関係者
が取り組むべき
事項

今回とりまとめ

令和2年4月以降
すみやかに開始
する取組

人手不足

労働環境



保安検査員の人材確保・育成のために関係者が取り組むべき事項（概要①）

検査員の業務負担軽減

検査員のモチベーション向上

コンテストの開催等、空港会社、航空会社
共同で保安検査員に対する表彰を実施。

保安検査員が実施している「搭乗券
等の確認」業務について、航空会社
／空港会社の専門職員を配置し、
保安検査員が検査に専念できるよう
な環境を整備。
PRS（Passenger Reconciliation 
System：検査場旅客通過確認シス
テム）の導入。

拘束時間短縮

長短勤務の活用、宿泊勤務の検討、
シフト管理作成の外注化（ＡＩ活用）に
よる待機時間削減、待機時間を有効
活用した教育時間の設定を取入れる。

クレーム対応改善

検査員とは別のクレーム対応要員
（航空会社又は検査会社）を配置
する。

「搭乗券等の確認」業務の改善例 PRSのイメージ

(1) 労働環境改善

現場の声の吸い上げ

航空会社、空港管理者等が保安検査場の
巡回を行ったり、アンケートを実施すること
により、直接保安検査員の声を吸い上げて
関係者間で職場環境等の問題点を共有し、
改善に向けた取組みを協力して行う。



保安検査員の人材確保・育成のために関係者が取り組むべき事項（概要②）

新卒以外の人材の開拓等

主婦、大卒、一時離職者など新たな分野の
人材の採用。

(2) 待遇改善・人材確保

空港（空港ビル）が検査会社との契約事務を航空会社から一括受託する契約形態を推
進する。（関西等で導入済み。少なくとも主要８空港に導入する方向で検討を進める。
他の空港にも拡大を目指す。）

検査委託元と検査会社との契約手続の簡素化

検査会社との契約形態

空港会社（空港ビル）が検査会社と直接契約関係に
なることで以下のようなメリットがある。

○検査会社に対する様々な便宜供与・支援が可能。
⇒ 検査員休憩室の改修整備等
検査員の安定定期確保・定着にもつながる

○空港による検査レーンの運用が一元化で可能と
なり、機動的な意思決定・現場対応が可能。
⇒ 効率的なレーン運営、検査場の混雑緩和

○空港（ビル）内にある複数の検査会社の検査品質
等の平準化。
⇒ 検査の品質向上

○検査会社が各航空会社と個別に契約する事務の
負担や航空会社からの費用が回収漏れになるリス
クの軽減。
⇒ 検査会社の経営の安定

検査員休憩室の改善事例



先進的な保安検査機器の導入

東京オリ・パラ大会に向けて、主要
空港を中心とした高度な保安検査
機器の導入を着実に推進するとと
もに、全国の空港においてもボディ
スキャナー、高性能Ｘ線検査装置
等の順次導入。

教育の見直し

航空保安インストラクター教育訓練
の対象に検査会社を追加すること
で、教育訓練カリキュラムの平準化
や、検査員の更なる能力向上や検
査レベルの統一化を図る。

※ 航空機の減便により検査業務量が減少している間
においては、教育訓練を最大限に実施できるように
取組みを強化する。

新たな航空保安インストラクター教育訓練のイメージ

高度な保安検査機器（例）

保安検査員の人材確保・育成のために関係者が取り組むべき事項（概要③）

(3) 検査能力・効率性の向上

機内持込・受託手荷物のＸ線検査機器の
うち、爆発物を自動的に検知するシステム

現行の接触検査に
代わるものとして、
自動的に非接触で
人体表面の異物を
検知する装置

高性能Ｘ線検査装置

受託手荷物用

ボディスキャナー

機内手荷物用



国土交通省航空局ＨＰ、政府広報オンライン等を利用したり、航空局のほか関係機関
が協力してポスターを作成し、機内持込制限品や保安検査の位置付けに関する周知
を強化。

【航空局、警察庁、国内定期航空保安協議会 協力】 【航空局、警察庁、定期航空協会 協力】

【協力政府広報オンライン（くらしに役立つ情報）】

保安検査員の人材確保・育成のために関係者が取り組むべき事項（概要④）

(4) 旅客への働き掛け

旅客への周知徹底


